ある校長経験者からみた島小以後の斎藤喜博の校長像:境東小学校と境小学校 by 久保田 武
－  － 29
研究論文 
ある校長経験者からみた島小以後の斎藤喜博の校長像 
― 境東小学校と境小学校 ― 
 

























スト作成と主要文献解題」日本教育大学院大学紀要第 1 号 2008 年参照）。またこの時期の実践を総
合的にまとめた論文、書籍も見当たらない。島小 11 年間の実践で、全国的に名声を得た斎藤が、
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（１）島小教育 11 年の終わり 






こうして 1963 年 3 月末、地方行政担当者から提示された研究所への転出を、島小教育の否定に
つながる降格にあたると拒否、いったんは 4 月 1 日に島小校長として残留する辞令を交付されたが、
その翌日（4 月 2 日）境東小校長急死という思いがけない事態が発生、今度は転任を断れないと斎
藤も判断、4 月 3 日に境東小への転任辞令を交付された。こうして島小教育の幕切れは思いがけな
い形で訪れることになった3)。 
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が、それがなかったのでみんなが安心した」14)が物語るように、地区の教育行政責任者自身が、抜
群の成果を遺した斎藤を安心して境町の中心校に据えたと筆者は推理している。 
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 境小学校は境町の中心にあり、斎藤が赴任した 1964 年（昭和 39 年）4 月には、児童数 952 人、
職員数 30 人、普通学級 23 クラスと特殊学級２クラスからなる町一番の大規模校であった。子供た
































『教育総合研究』第３号 2010 年 3 月 



































ある校長経験者からみた島小以後の斎藤喜博の校長像 ― 境東小学校と境小学校 ― 
－  － 35
めに必要だと考え、後には体育祭と音楽会と卒業式だけを一部の人に公開した。また最後の年度で
ある昭和 43 年 12 月の音楽会は、全国の約 500 人の人たちに公開した。川島カメラマンにも昭和
40 年 10 月の体育祭のときから撮影をはじめてもらった25)。 
次に斎藤がいかにして境小を一新させたか、彼の著書「可能性に生きる」を中心にそれ以外の文
献を適宜加えて見てみよう。 
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つのまにか紙屑を拾うことをおぼえました。そして教室らしくなったのは、4 月担任以来 1 月も
経ってからのことでした。こうして雑巾を持って遊んでいた子どもたちまで、よろこんでふくよ
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ちであった。』36) 
⑧－１ 高橋元彦の回想、『斎藤先生が境小にこられて 2 か月たった 6 月のこと、体育の時間に開
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 今年 91 歳になる須永久夫氏は、斎藤が境小に赴任した年から 3 年間同校の PTA 会長を務めた。
現在家業はご子息に任せ、ご自分で自動車を運転して群馬県内の温泉宿などに土産品を納入する仕
事をされている。休日には絵を描きゴルフ場へ足を運ぶ。絵画は個展を開くほどの腕前である。 
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ているものがある。外部からの見学者も 5 年生になったころから 10 人前後時々見えていた。 
 またこの部分は聞き取りではないが、同学年で現在北海道新聞論説委員をしている卒業生木村仁
氏が、2009 年 5 月 25 日付の同紙上に、「キハク校長」の授業と題して斎藤の実践を回想している。
彼はその中で 4 年か 5 年のときにキハク校長から直接受けた忘れられない授業を回顧し、室生犀星
の詩に同級生が答えた解釈を聞いて衝撃を受けたと述べている。 
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１）「斎藤喜博全集 12 巻 可能性に生きる」P383 国土社 1971 
２）「斎藤喜博全集 11 巻 島小物語」P614 国土社 1970 
３）同上 P616～621 
４）1929 年群馬県生まれ。群馬師範卒業後、境小、島小、境東小、境小を経て群馬県指導主事に転出。その後赤堀中
学校長、花輪小学校長を経て 1983 年病気退職、1986 年境町で死去。著書に「文学の授業」明治図書 1964、「文
学の授業でなにを教えるのか」明治図書 1966、「私の作家論」明治図書 1969、「真の授業者をめざして」国土社
1971、「詩の授業」明治図 1971、「イメージを育てる文学の授業」明治図書 1973、「授業の発見」一茎書房 1976、
「授業者としての成長」明治図書 1977、「授業の中の子ども」明治図書 1980、「文学と人生」1983、「授業に自信
がありますか」明治図書 1986、「斎藤喜博抄」筑摩書房 1989、がある。斎藤の後継者として期待されながら、1983
年校長在任中に発病し退職、1986 年師走多くの人々に惜しまれながら他界した。まだ 57 歳だった。 
武田は斎藤の著作「続童子抄」（第一期全集 2 巻）P386 の文と島小で開かれた研究会に参加したとき斎藤の仕事
に感動し（武田常夫著「真の授業者をめざして」P10～11 国土社 1990 他）1954 年島小へ転勤した。以後島小、
境東小、境小で多くの教師から指導者として頼りにされた。境小の教師たちの回想の中で、武田の指導力に教え
られ助けられたことが、何人もの教師から回想されている。 
５）斎藤喜博編「教師が教師になるとき」P145～146 国土社 1972 
６）前掲４）、後出 45）他参照 
７）武田常夫「斎藤喜博抄」P113～114 筑摩書房 1989 
８）前掲「斎藤喜博全集 12 巻 可能性に生きる」P407   
９）  同上  15－2 巻 P244   
10）  同上      P399~402       
11）前掲「斎藤喜博全集 12 巻 可能性に生きる」P408 
12）前掲「斎藤喜博抄」P114   
13）「斎藤喜博全集 12 巻 可能性に生きる」P421 ~423  
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15）前掲「斎藤喜博抄」P113  
16）前掲「斎藤喜博全集 12 巻 可能性に生きる」P424 ~425  
17）斎藤喜博編「教師が教師になるとき」P105  国土社 1972 
18）斎藤喜博編「授業は教師がつくる」一茎書房 P48 1975 
19）同上 青山園江 P33  
20）同上 高橋元彦 P89  
21）「境小こぼれ話（2）」柴田みね子―事実からの出発 P34＜事実と創造＞86 号 1988.7. 一茎書房 
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43) 2009 年 8 月 17 日午前 10 時～12 時に、伊勢崎市境島村公民館で卒業生今井登貴江、大澤亮湛（所用で中途退席）
の両氏および島小卒業生関口時人氏から聴き取りを行った。さらに 2009 年 10 月 17 日、伊勢崎市境町長光寺で
午後 3 時から 1 時間ほど、前回途中退席した大澤亮湛氏から再度聴き取りをした。内容の確認は 40）に準じる。 
44）聴き取りは、2009 年 9 月２日午前 10 時から 12 時半まで、伊勢崎市境島村公民館で行った。質問項目は、文献
に記載されていない内容（たとえば島小時代のように、斎藤さんと呼ばせたか、職員会議や PTA 会合の後で合唱
やソフトボールをしたかなど）、文献に記載されていることの確認と補足質問などからなる。記録は私が筆記し、
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内容は私が聞き返したり、記述したメモを確認することで間違いが最小限となるよう心がけた。また内容の確認
は 40)に準ずる。  
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Research Paper 
Investigating the School Management of Saito Kihaku 
After Shima Primary School: 
Sakai-Higashi and Sakai Primary Schools 
Kubota, Takeshi 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
The main theme of this paper is to evaluate Principal Saito Kihaku’s school management 
method and the results of Sakai-Higashi(1963~1964) and particularly Sakai Primary School 
(1964~1969) in Gunma-Prefecture, Japan. Prior to his transfer to Sakai-Higashi Primary School 
from Shima Primary School, he was already one of the most famous principals in Japan due to his 
brilliant achievement of school reform at Shima Primary School (1952 ~1963).  The author has 
already written two papers on Shima Primary School for Volumes 1(2008) and 2(2009) of 
Comprehensive Studies of Education (this journal of Japan Professional School of Education). 
In this paper, the author examined the written papers of Saito and ten former school teachers, 
and the results of interviews of six teachers, two PTA executives, and two graduates.  All of these 
people were involved at the same period when Saito was working at Sakai Primary School. 
Through these studies, the author’s conclusion is that Saito’s school management method and the 
results were more stable and no less successful than those of Shima Primary School.  The 
teachers’ morale and skills, as well as the students’ motivations and ability were drastically 
improved. Therefore, it seems to the author that Saito’s heritage is important for all people 
concerned and interested in education even in the currentera. 
Key words: Saito, Kihaku, Shima Primary School, Sakai-Higashi Primary School, Sakai 
Primary School, Teachers at Sakai Primary School, Tsuneo Takeda 
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